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 ５月１７～１８日、５年生は、１泊２日で八ヶ岳少年自然の家へ林間学校に行って来

ました。川俣川絵図ハイク、冒険ハイク、キャンプファイヤー、野外炊事と、親元を離

れ、自然の中の活動を仲間と満喫してきました。初めて

の経験ばかりでしたが、協力することの大切さを学び、

仲間との楽しい思い出いっぱいで帰ってきました。次

のリーダー学年としてたくましくなったように感じま

す。 

 キャンプファイヤーでは、今年も小笠原哲元校長先

生が、薪を組み、火の管理をしてくださいました。「湯田小の子ども達のために」と、

いつも多くの方々が快く協力してくださり、大変ありがたいです。 

 その他の学年も、春の校外学習を実施しました。施設見学をしたり、友だちと楽しく

お弁当を食べたりと、とても有意義な時間となりました。保護者の皆様には、当日まで

の体調管理や持ち物の準備等にご協力いただき、ありがとうございました。 

１年生 ５月１６日  甲府中央郵便局、遊亀公園   

２年生 ５月２１日  甲府市立図書館、朝気児童館、朝気ふれあい公園 

３年生 ５月２２日  山梨県立科学館、愛宕山子どもの国 

４年生 ５月 ８日  甲府・峡東クリーンセンター、県立防災安全センター 

 他にも、２年生は生活科で、アダチフローリスト、保坂青果南店、南甲府駅前郵便局、

シャトレーゼ湯田店を、３年生は総合的な学習の時間で、リッチダイヤモンド総合市民

会館、桔梗屋甲府本店、テレビ山梨を訪問します。近隣に様々な施設が多い恵まれた地

域であることはもちろんですが、子ども達の学習のために地域の皆さまが快く見学を引

き受けてくださることに感謝です。 

 
甲府中央郵便局   甲府市立図書館      山梨県立科学館    甲府峡東 
                                  クリーンセンター 



あげひばり子ども教室 

 

   

校内研究会  ～教師の授業力を湯田小の強みに！～ 

演劇教室  ～劇団影法師 「BIG TREE」 ～ 

 

今年度も、４年生以上を対象に、生涯学習課主催の「湯

田あげひばり子ども教室」が始まりました。全１５回で、

陶芸、琴、俳句、バレエ、ヒップホップダンスなど、多彩

なプログラムが企画されています。協動活動支援員として

小笠原哲元校長先生、協動活動サポーターとして武井真理先生、小菅美智恵先生、保坂

美佐子先生に協力していただいています。生涯学習課より、一瀬孝仁前校長先生も毎回

来校されます。久しぶりに校長先生の顔を見て、子ども達もとてもうれしそうでした。 

第１回の５月２７日  月）は、 「わからないところ解決学習教室」。先生方に分からな

いところを聞きながら、それぞれのペースで学習を進めていました。初回ということで、

下校方法の確認のため、活動サポーターの先生方がそれぞれの下校コースに付き添って

くださいました。ありがとうございました。 

 

 

 

５月３０日  木）に、劇団影法師による

演劇教室を開催しました。人間影絵劇

「BIG TREE」は、大きな木から現れた

妖精たちが、様々な生き物との出会いを

通して地球上の生命の循環について学ん

でいく内容です。人間影絵と鮮やかな映

像の融合や、ユーモアを交えた迫力のパフォーマンスに、子ども達は大喜びでした。終

演後には、簡単な影絵に挑戦したり、スクリーン裏の設備を見せていただいたりと、貴

重な体験となりました。今回は、保護者の皆様にも周知し、子ども達と一緒に観劇を楽

しんでいただくことができました。 

 

 

 

本校の校内研究では、集団で学ぶよさを生かした 「共創の学び」を研究テーマに、教

師の授業力向上を図るべく研究をしています。   

５月３１日  金）には、これまで本校の研究の礎を築いてくださった、一瀬孝仁前校

長先生が来校し、６年生の算数で示範授業をしてくださいました。課題解決に向け、考

え、発表しあい、生き生きと学ぶ姿は、「共創の学び」その

ものでした。私たち教職員は、 「教師の授業力を湯田小の強

み」とするべく、子ども達と共に学び続けていきたいと思い

ます。思いは一つ、湯田小の子ども達のために！ 


